研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　　南山苑　　　　　職　種　　介護福祉士　　　氏　名　　福士亜希子

	期　　間　　平成２０年１０月１０日　～　平成２０年１０月１０日

	出張目的　第36回日本精神科病院協会精神医学会　第２日目 ・ 平成20年度学術教育研修会　

	出 張 先　「盛岡市民文化ホール」　及び　「いわて県民情報交流センター」

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


【考察】

　物流・節約向上委員になっている自分にとって、これからの冬季期間から問題となる、Ａ重油の使用にかかる値段が現在の値上げにより、大きな課題となっており、今回こちらの事例に着目した。全国的にも新事業ではないかとアピールされており地球温暖化のＣＯ2排出削減に大いに貢献できていると思われる。しかしながら木質チップを専用ボイラーで燃焼させているが、導入により使用料金に関してについては、まだ一年足らずの実施期間である為、結果が出ていないようである。節約委員長へもこちらの事業を紹介し、今後の参考になってくれればと願う。地球環境をよく考え回りよりもいち早く導入した、仙南サナトリウムは将来を見据えていち早く行動に移せていて、当法人も実施できたらと思う。

【ポスター発表】

題名：ソーラーシステムと木質チップボイラーの稼働状況

病院：宮城県　医療法人社団　蔵王会　仙南サナトリウム

[はじめに]

　今日、原油価格が高騰し重油や灯油といった給湯、冷暖房用燃料が高くなっています。

そういった燃料費の削減と供給不安定に対応でき、地球温暖化の原因であるＣＯ2の排出

ゼロを目指し、平成19年6月にソーラーシステム、平成19年11月に木質チップボイラーを設置し、給湯、冷暖房の安定供給を目指しています。

[システムの概要]

　仙南サナトリウムでは太陽熱集熱器1１2台（有効集熱面積2４６㎡）木質チップボイラー（出力36０ｋｗ）、一基を組み合わせたものとなっています。このシステムはＥＵでは普及し始めているシステムで、日本での導入は医療機関として最初でないかと思われます。

ソーラーシステムで水を温め、更に補助的にチップボイラーで設定温度まで水温を上昇させる仕組みになっています。そうすることでチップの消費を抑え、ＣＯ2削減にも効果的となります。

[稼働状況と問題点]

ソーラーシステムは導入後から問題なく動いていますが、チップボイラーは燃料供給時の逆火防止機能の作動後停止。またボイラー着火時大量の煙が煙突より排出し、近隣住民から苦情がありました。（オムツ等を焼却していると思われた。）この問題は施行業者やチップ納入業者との検討会で運転の改善を図りました。住民の方々には地球温暖化対策など、説明をする事で理解を得ることができました。

[今後の課題]

この太陽熱と木質バイオマスシステムは導入したばかりということもあり、またまだ熱供給が安定しているとは言えません。今後も新エネルギーシステムのＰRを続け、全国的に同システムの普及が進めばエネルギー消費量削減に大いに貢献できると考えております。

【まとめ】

　保健医療保険施設である仙南サナトリウムは、従来設備として暖房や給湯にはA重油を使用してきました。地球環境問題が叫ばれている中、新エネルギー導入により脱石油をはかります。木質バイオマス熱供給のカーボンニュートラルと、クリーンエネルギーである太陽熱を利用する事により、地球温暖化の原因である二酸化炭素の排出ゼロを目指している。独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（ＮＥＤＯ）の平成19年度地域新エネルギー導入促進事業の補助金を受けて、バイオマス熱利用設備を導入しています。

太陽熱集熱器は平成19年度太陽熱高度利用システムフィールドテスト事業の補助金を受けて導入しています。
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